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研究の重要性
● 私逹が日本に留学した際、日本の就職活動はアメリカの就職活動と大きく異な

ることに気付いた。そのうちの一つは、日本人の大学生は同じタイミングで就職

活動を始めることだ。

● 日本人の友達と話した時、ほとんどの学生が３年で授業をとり終え、就職活動

により集中できることがわかった。

● 日本は就職活動のシステムに大学が合わせているように見えた。一方でアメリ

カでは大学卒業後、自分で就職活動をする傾向がある。

● 日米の学生はどのようなキャリアを望んでいるか、また大学が学生を支援する

サービスが国によってどのように異なるかについて知りたい。



研究質問
1. 日米の大学生は男女別にどのようなキャリアを志望するのか。

又それはなぜか。

2. 就職活動をする際、日米の大学生はどのようなサポートやサー

ビスを利用するのか。



研究背景
● アメリカと日本の人気のキャリア

● アメリカと日本で人気の専攻

● アメリカと日本の大学でのキャリアサービス

● アメリカと日本の就職活動

● 就職活動への懸念

● アメリカと日本の大学を卒業後の就職率



アメリカの人気のキャリア

少なくとも学士号を必要とする人気のキャリア（2017年）

登録看護師 2,092,489

管理アシスタント 2,060,289

小中学校の教師 1,933,074

看護師、精神科、在
宅医療

1,071,789

経営者 2,536,832

ソフトウェア開発者 984,505

最高経営責任者 831,158

登録看護師
 

303,978

女性 男性

  (US Department of Labor, 2017)



日本で人気のキャリア
少なくとも学士号を必要とする人気のキャリア（2017年）

事務職員 781,000

エンジニアリング 525,000

農林水産 77,000

経営上 19,000

エンジニアリング 586,000

事務職 514,000

農林水産 140,00

経営上 125,000

女性 男性

Ministry of Education, Culture, Sports, and Technology (2015-2017)



アメリカで人気の専攻

大学で人気のある専攻：

ビジネス 175,382

医療・健康専門
職および関連
分野

192,635

心理学 91,161

ビジネス 196,312

工学技術 84,519

社会科学と歴史  81,300

女性 男性

(National Center for Education Statistics, 2015~2016)



日本で人気の専攻
大学で人気のある専攻：

社会科学 291,977

 人文科学 231,822

衛生 197,775

社会科学 541,279

工学 328,749

衛生 126,914

女性

(Ministry of Education,Culture, Sports, Science, and Technology,2015-2017)

男性



アメリカの大学でのキャリアサービス

カリフォルニア州立大学モントレーベイ,　カリフォルニア州モントレー郡:
● キャリアアドバイス (直接会う, オンライン)
● 履歴書/カバーレターの書き方のクラス (直接会う)
● 専攻とキャリアのマッチング (直接会う,  オンライン)
● キャリアの研究を支援する (直接会う,  オンライン)
● 就職フェア (直接会う)

(Dey & Cruzvergara, 2014; Cal State Monterey Bay Career Center, 2020)

● 大学のキャリアサービスは、1970年代の設立以来、技術の進歩と学生と

採用担当者とのつながりを組み込むように変化した。

● 最近、専門的なキャリア開発、雇用、インターンシップの機会、および体

験学習をもたらす「カスタマイズされたつながり」が求められている。 



日本の大学でのキャリアサービス

岡山大学、岡山県:
● キャリアアドバイス　(直接会う、オンライン)
● キャリア教育コース　(直接会う)
● インターンシッププログラム・学生指導　(直接会う)
● 就職活動指導　(直接会う、オンライン)
● 同窓生ネットワーキング　(直接会う、オンライン)

(Senzaki, 1993; Okayama University, 2020)

● 日本の大学のキャリアサービスは、1900年代初期の米国の職業指導
サービスに基づいている。

● 千崎は、日本のキャリア教育は、雇用された学生の数よりもキャリア教育
の質に重点を置くべきであると考えている。

(Senzaki, 1993)



アメリカの就職活動
● ほとんどの学生が4年目に探し始める。

● 20％未満がキャリアサービスを求める。

● 家族や友人などのつながりを利用して、専門的なネットワークを使い、就職活動を行

う。

● 企業は現在、将来有望な従業員にトレーニングを提供するための労働力開発プロ

グラムに目を向けている。

● ピューリサーチセンターによると、仕事を探しているアメリカ人の79％は、仕事を見つ

けるための方法としてオンラインを主に使用している。

(Fadulu, 2018; Smith, 2019) 



日本の就職活動
● 学生は通常、大学3年生で就職活動を始める。

● 就職説明会に参加する

● 学生は、各企業特有のエントリーシートを使用して仕事に応募する

● グループインタビュー、試験、筆記試験、個別試験

● 多くの時間とお金を費やなければならない。（例：交通費、衣服）

● 説明会のほとんどは平日。

○ 学生はクラスを欠席する必要があるかもしれない

(Molin, 2015)



就職活動への懸念
アメリカ 日本

● 2018年には、卒業生の29％が自分の

仕事と生活のバランスが保てるかの懸

念。

○ より柔軟な仕事を求めている。

● ６７％の学生が、自分が与えられた「仕

事がやっていけるか」どうかが不安。　　　　　　　　　　　　　

● 卒業生33%は、充実した仕事が見つか

らないと心配している。

○ 夢の仕事を見つける。

　　　　　　　　　　　(Kataria, 2018)

● 「会社での人間関係、付き合い方」を心

配していると答えた学生が64％

(Employment Advance Research Center)



大学を卒業後の就職率

(National Center for Education Statistics, 2018)

アメリカ 日本

2018年 2018-2019年

● 学士号を取得した人の86％が2018年に

就職した

○ 91％男性

○ 83％女性

● 2018−2019に基づくと、新卒者の日本の
雇用率は78％だった。
○ 2019年に卒業した572640人、

446887人はすでに雇用を確保して
いる。

○ 430,964名(75.3%) が正社員として
採用。

● 性別で、97.３％男性と97.８女性だ。

(Kyodo, 2018; New Graduate Employment Rate Rises Again, 2019)



研究方法
● 研究調査

○ 参加者

● 日本人の大学生：29名（男性：14名、女性：15名）

● アメリカ人の大学生：30名（男性：13名、女性：17名）

● 調査方法

○  オンラインによるアンケート 調査（グーグルフォーム）

○  英語によるアンケート ○ 日本語によるアンケート

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfyq8ghl6tANQN3DTUsxICE4E317oC8TlKpomoQc2Wywz4EsA/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScwY_hAi6Y94QXjQLoMYNNpjmv0C39RF56-t09usoFNwdeSRQ/viewform?usp=sf_link


研究結果 1
研究質問１:日米の大学生は男女別にどのようなキャリアを志

望するのか。又それはなぜか。



日本の男子学生の50％と女子学生の60％は、クラスよりも就職活動を優先する
ことに同意する傾向があり、アメリカ人の男子8％と女子35％が同意している。

アメリカ 日本



半数以上の女子学生53％と男子学生54％は、様々な分野の仕事の選択
肢がある中、教育関係の仕事に就きたいと考えている。



日本の女子学生の上位２つは「事務職」と「販売・マーケティング」であり、
男子学生の上位2つは「販売・マーケティング」と「教育」である。



アメリカの学生の場合、「仕事の安定性」「専攻」「給料」は希望の仕事に影響を与

えるが、「親」「教師」「友達」はほとんど影響を与えない。



日本人の学生の場合、同様に「給料」「仕事の安定性」「専攻」は希望の仕事に影響

するが、「親」「教師」「友達」はほとんど影響を与えない。
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61％のアメリカの男子学生は自信を持っているが、71％以上の日本の男子

学生は自信がない。アメリカ人と日本人の女子学生は

男子学生に比べて自信がない。

アメリカ 日本



自分の性別が自分に影響を与える可能性があると思っているアメリカ人は５７％と

過半数であるが、日本人２４％にすぎない。

アメリカ 日本



大多数の日本人学生が卒業後すぐ就職すべきだと考えているのに対し

て、多くのアメリカ人学生はこの意見に反対している。

アメリカ 日本



「経済的安定」と「ローンを完済する」は、アメリカ人の学生にとって重要な要素
だ。 



日本人の学生は男性も女性も、「経済的安全」と「自立」が重要だと考えている。女
性の53％は、卒業した後に働く機会を逃してしまう事を心配している。



研究結果1のまとめ
● 過半数のアメリカ人の学生は教育関連の職に就きたいと考えたが、日本人

の学生に最も人気があった職種はセールス/マーケティングとビジネスだっ

た。

● アメリカと日本の学生が卒業後にキャリアを取得したい主な理由は、仕事の

安定と給与だ。

● 日本人の学生は卒業後に就職の機会を逃す事と自立出来るかどうかを心

配しているが、アメリカ人の学生は経済的な安定と学生ローンの返済につ

いて心配している。

● 日本人はアメリカ人よりも卒業後すぐに就職することが重要だと考えており、

大学3、4年生は就職活動を授業よりも優先している。



研究結果 2
研究質問２：就職活動をする際、日米の大学生はどの

ようなサポートやサービスを利用するのか。



93％の日本人と50％のアメリカ人の学生は、家族から多くの又はある程度のサ
ポートを受けると答えたが、42％のアメリカの学生はあまり又は全くサポートがない

と答えた。



83％の日本人の大学生と40％のアメリカ人の大学生は多くのサポートとある程度
のサポートを受けると答えた。それに対して37％のアメリカ人の大学生はあまり

サポートを受けないと答えた。



79％の日本人の大学生と64％のアメリカ人の大学生は大学の先生からある程度の
サポート又は多くのサポートを受けると答えた。



65％の日本人と50％のアメリカ人は先輩の支援を「多く」又は「ある程度」受けると
答え、37％のアメリカ人と28％の日本人はあまりサポートを受けないと答えた。



52％の日本人の大学生と43％のアメリカ人の大学生はある程度又は多くのサ
ポートを友達から受けると答えた。



48％の日本人の大学生は人材募集代行会社からあまり又は全くサポートを受
けないと答え、30％のアメリカ人の大学生はあまりサポートを受けない又はある

程度受けると答えた。



アメリカの大学も日本の大学も就職説明会、アドバイザーによる支援、履歴書の書き方

の授業など、同様のサービスを提供しているようだ。



多くのアメリカ人の学生は就職活動を４年生又は大学卒業後に始めるべき
だと考えているのに対し、ほとんどの日本人の学生は大学三年で始めるべ

きだと考えている。



ほとんどの日本人とアメリカ人の大学生共に、友達と話すこと以外、就職活動のた
めに、提示した全ての活動を行っている。



「低所得」と「その仕事に必要な資格［能力］が十分でない」と「就職できない」はアメリカ
人と日本人の大学生に共通の不安。70％以上のアメリカ人の学生は「会社の所在地」を

選び「パワハラ・セクハラ」を選んだ女性も多かった。

アメリカ 日本



ほとんどのアメリカ人と日本人の男性の学生が応募するのは10社以下だが、日本の

女性の67％は11社から40社に応募すると答えている。



研究結果2のまとめ
● ほとんどの日本人の学生はアメリカ人学生よりも大学のキャリアサービスを

利用している。

● 日本の学生は3年生で就職活動を始めるべきだと強く感じているが、アメリ

カ人は4年生や卒業後が適切だと答えている。

● アメリカ人と日本人の学生は、「低所得」「能力不足」「就職できない」ことを

心配している。

○ アメリカ人の女子学生は、企業でのジェンダーによる不平等な扱いに

ついてより心配する傾向がある。

● 過半数の日本人女性は、11社から40社の仕事に応募すると答えたのは卒

業後に就職できないと言う大きな懸念を示している。



結論
● 日米の就職活動のシステムの違いにより、日本人の大学生はアメリカ人の大学生

よりも著しく早く就職活動を始める。

○ 日本では就職活動がより重視され、就職先を在学中に確保している。

● 日米の学生共に就きたい職種は、経済的な自立と大学で学んだ知識に関連して

いる。

● アメリカ人が就職活動の過程で抱えていた大きな懸念が個人の経済的な自立

だったのは、ワークライフバランスを大切とするアメリカ人のライフスタイルに関連

している一方で、日本人の学生 の懸念は仕事に必要な能力が不充分であること

や仕事上の人間関係である事がわかり、企業の一員として自分が会社にどれだ

け貢献できるかが重要になっているようだ。

● 日本とアメリカには同様の就職に関する大学のサービスがあるが、使用する頻度
と方法に違いがある事がわかった。



研究の限界点　/　将来の課題
● 研究の限界点

○ アメリカ人の学生の性別不均衡

○ 十分なデータ収集のために、国ごとに30人以上の回答者が必要だっ

た。

○ アメリカの就職活動の知識を見つけるのは難しい

● 将来の課題

○ 回答者数を増やす必要がある

○ 仕事をしている人を調査して比較する必要がある

○ ジェンダーの問題やその他の社会問題をさらに調べる必要がある
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